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事業計画書 

事業名  生成型 AI体験・実習事業 

団体名  AIある AIワクワクチーム 

 

1 目指す姿 

事業を通じて目指す姿や、事業を実施する目的はどのようなものですか。「地域や社会、人の

どんな問題を解決し、どのような状態にしたいのか」を具体的に記入してください。 

 

2 現状 

上記１の目指す姿と比べて、現在はどのような状況にありますか。 

 

 

 

地方都市で働く社会人が、グローバルの資本主義経済において、競争を勝ち抜いていける

高度に訓練された人材が必要となる。 

近年急速に普及してきた生成型 AI はそれほどの初期投資は必要ではないが、何に、どう

使えるのかはあまり知られていないという課題がある。 

この課題に対して、ChatGPT の活用事例のデモンストレーションを行うとともに、実際

に生成型 AI のサンプルをつかった体験型ワークショップを通じて、挑戦する意欲をもっ

て学びあう仲間づくりをねらいとする。 

社会人として活動している人に限らず、子育てが一段落してあらためて学びなおしをしよ

うとしたり仕事に就こうとする人、定年退職を経ても仕事を続けたい・社会に貢献したい

人、これから社会に出ていくにあたり AI を知っておきたいという大学生、高校生など、

広く仲間を増やしていきたい。 

生成型 AI に可能性は感じつつも、学ぶ機会、相談する仲間、教えてくれる先人と出会う

機会が少なく、挑戦してみるに足を踏み出しづらい状況にある。 

生成型 AI についての市販の雑誌、インターネット上の情報など、日進月歩の状況でもあ

り、多くの情報が氾濫していて、情報の整理・取捨選択が困難な状況にある。 

体系的な学びの場が少ない。 
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3 目指す姿と現状の隔たりの要因 

上記 1と 2の隔たりを生み出している主な原因はどのようなものと考えますか。 

 

 

4 計画の概要と対象者 

上記 3 で挙げた要因を取り除くため、どのような人を対象に、どのような活動を実施します

か。150字以内で簡潔にまとめてください（計画の詳細は下記５に記入してください）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象： 

・業務に適用して生産性を向上したい社会人・経営者 

・社会人となっておおむね 10 年以内程度の若い社会人。 

・スキルアップを図りたい主婦層、高齢者 

・新技術に関心のある学生、高校生 

 

活動： 

１）生成型 AI でどんなことができる、どのように活用するといった導入編のワークショ

ップ 

２）実際に実習をしてみたい人向けのプログラム（複数回実施） 

 

 

学ぶ機会、相談する仲間、教えてくれる先人と出会う機会が少ない。 

効果的な訓練プログラムに乏しい。 

関心を持つ仲間と出会いづらい。 

伴走してくれるコーチと出会いづらい。 
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5 計画の詳細 

(1) 具体的な内容 

※内容、対象者、実施期間、実施場所、ねらいなど、できるだけ明確に記入してください。 

〇ねらい： 

１）導入セッション 

多くの方に生成型 AI でできること、活用分野を体験していただく。 

関心を持っていただく。継続的に情報交換を行うコミュニティへの参加を促す。 

２）実習セッション 

生成型 AI を当プログラム終了後も継続して学習できる 

当プログラム終了後も学びあう仲間づくりができる 

 

〇対象者： 

 Word/Excel 等をつかって書類作成の業務を行ったことのある人 

〇内容： 

１）導入セッション 

 生成型 AI についての座学とデモを経験者の体験談を交えてお伝えする。 

 初回の導入セッションの模様をメディア取材していただいて、2 回目以降の導入セッシ

ョンの参加者募集を行う。 

２）実習セッション 

 サンプル事例を参考に生成型 AI を使う。座学と実習を組み合わせて、学習する。 

３）成果発表会 

 実習して体験した内容、今後の展望を参加者が発表する 

 ※成果発表会はメディアで報道してもらう。 

 

〇実施場所： 

１）導入セッション 

倉敷、児島、水島、玉島の交流センター、公民館等公共施設の会議室を想定 

２）実習セッション 

たまテレホール（玉島テレビ放送（株）内） 

３）成果発表会 

たまテレホール（玉島テレビ放送（株）内） 

※ケーブルテレビ等 
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(2) スケジュール（準備～実施～報告） 

 

準備 

 

実施 

 

 

 

 

報告 

 

 

令和６年４月～５月上旬 

 

１）導入セッション   

 ５月下旬～７月中旬 （全４回、各回同一内容） 

２）実習セッション 

 ８月下旬～１０月上旬 

 

１１月 

 

 

(3) 実施体制 

上記(1)の計画を実施するにあたり、実際に取り組む団体会員を記入してください。 

氏名 事業に有効な資格や経験 

小林幸恵 オフィス事務機販売、営業 

平井 始 会社経営者 

塩田陽子 会社経営者、NPO法人代表 

小林重雄 オフィス ICT推進コンサルタント 

岡野裕子 生成型 AI開発者 

中原海里 生成型 AI開発者 

橋本紀子 生成型 AI開発者 

勝島大晴 生成型 AI開発者 

秋山倫寛 生成型 AI開発者 

平井俊光 システム開発エンジニア、プロジェクトマネージャ 

10名を超える場合は、外○○名としてください⇒ 外（  ）名 
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収支予算書 

1 収入の部  

科目 内訳 金額(円)※2 積算根拠 

受益者負担 受講料 50,000円 実習コース 1万円ｘ５人 

会費からの繰入  76,000円  

その他    

市補助金  150,000円  

収入合計  276,000円 （支出合計と一致） 

2 支出の部  

科目 内訳 金額(円)※2 積算根拠 

人件費（会員）※1    

交通費（会員）※1    

人件費（ｱﾙﾊﾞｲﾄ等）    

謝金（講師等）    

旅費交通費（講師等）    

消耗品費    

印刷製本費  20,000円 受講テキスト 

通信運搬費  10,000円  

使用料・賃料 ChatGPT使用料 45,000円 ＠＄２０ｘ３か月ｘ５人 

使用料・賃借料 会場使用料 51,000円 @4,000円 x4か所 + 7,000円 x5回 

外注費・委託費 広報チラシ 150,000円 外注 

対象経費計  276,000円  

食糧費    

人件費    

その他    

対象外経費計  ０円  

支出合計  276,000円 （収入合計と一致） 

※1：団体会員への人件費及び旅費交通費は、協働事業部門のみ補助対象となり、対象経費の合計の１割を 

限度とする。 

※2：金額欄は切り上げて千円単位で記入する。 
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組織運営体制 

団体名  AI ある AI ワクワクチーム 

ふりがな  あいあるえーあいわくわくちーむ 

法人格（○をつけてく

ださい） 

任意団体・NPO法人・一般財団法人・一般社団法人・公益社団法人 

公益財団法人・社会福祉法人・協同組合・その他（          ） 

CANPAN 登録の有無 有  ・  無 

※CANPAN:日本財団及び特定非営利法人 CANPANセンターが運営する、市民・NPO・企業などの活動を支援する WEBサイト 

※以下の項目は、 CANPANに登録する情報と同等の内容です。登録済みの場合は、そちらを参照すると便利です。 

※新規チャレンジコースに申し込む団体は、情報のある項目のみ記入してください。 

 

１ 組織体制 

任意団体活動開始年月 ２０２３年１２月（西暦） 

法人格取得年月 年    月（西暦） 

事務所 所在地  

代
表
者 

職・氏名  小林 幸恵 （会社役員） 

電話番号  

ウェブサイト URL http://  

活動地域 岡山県 

役員数・職員数計  １０名（役員 ４名、職員６名） 

設立年月 ２０２３年１２月 

活動分野 

（該当に○をする） 

（複数回答可） 

子ども・青少年・障がい者・高齢者・在日外国人・留学生・福祉・保健・医療・ 

教育・学習支援・地域・まちづくり・文化・芸術の振興・スポーツの振興・ 

環境・エコロジー・災害救援・地域安全・人権・平和・国際協力・国際交流・ 

男女共同参画・IT の推進・科学技術の振興・経済活動の活性化・起業支援・ 

就労支援・労働問題・消費者保護・市民活動団体の支援・観光・農山漁村・中山間・

助成活動・食・産業、漁業、林業・行政監視・情報公開・行政への改策提言・ 

学術研究・その他（               ） 

活動目的 

（規約等に定めるもの） 

 

生成型 AI に親しみ、ともに学びあうコミュニティの実現 
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設立以来の主な 

活動実績 

なし 

 

 

 

 

 

 

現在特に力を入れて

いること 

 

 

 

 

２ 団体概要と財政状況 

団体の活動・業務 

 （事業活動の概要） 

(1)  生成型 AI の啓発活動 

(2)  生成型 AI の研究会 

(3)  情報交換コミュニティの運営 

 

今後の活動の方向性 

 

 

 

最新決算総額 

（該当に○をする） 

100 万円未満・100～500 万円未満・500～1,000 万円未満・1,000～5,000 万円未満・

5,000～1 億円未満・1～5 億円未満・5 億円以上 

定期刊行物 なし 

 

３ 活動概要と協働実績 

助成金・補助金等の支

援を受けた実績 

なし 

他 NPO・市民活動団体

との協働実績 

なし 

企業・団体との協働実

績 

なし 

行政との協働実績(委

託事業など) 

なし 

 


